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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 四季の彩り事業費

予 算 額 １１，０００  千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

１ 目 的

府立植物園の持つ四季折々の魅力を更に向上させ、より多くの府

民に親しんでいただく憩いの場を提供

２ 開催内容

春：「桜林」のライトアップ（４  月上旬）

ソメイヨシノ、しだれ桜のライトアップ

夏：朝顔展示会などの早朝開園と温室夜間スポット開室

（７月下旬から８月）

秋：名月鑑賞の夕べ（９月）

秋の植物園フェスティバル（１１月）

様々な事業と連携した展示等を実施

冬：観覧温室の夜間開園とクリスマスイルミネーション

（１２月下旬）

観覧温室をはじめ、北山門広場でのイルミネーション

早春：  早春の草花展（２月から３月）

寒冷の時期にひと足早く春を楽しめるよう、

早春の草花を観覧ハウス内で展示

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188 

文化環境－１



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 こころのふるさと京都の文化財保護事業費

予 算 額 １００，０００千円 新規・継続の別 継続

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 趣 旨

学術上又は文化的価値の高い貴重な文化財の保全を図るため、

「文化財を守り伝える京都府基金」への寄附金等を活用しながら、

未指定文化財を含む文化財の保存、修理、防災対策等を総合的に

推進

２ 事業内容

(1) 文化財を守り伝える京都府基金等活用事業 99,000 千円

① 文化財の保存、修理

国宝、重文等の修繕と合わせた有形文化財の保存・修理等

② 文化財の防災対策

神社仏閣等歴史的建造物の耐震化工事、火災報知器の設置等

③ 未指定文化財の保全

美術工芸品等文化資料の補修、収蔵庫及び防犯設備等文化資

料保存施設の整備、民俗文化資料の保全、遺跡・名勝・天然記

念物の保全等

(2) 選定委員会開催費等 1,000 千円

選定委員会開催、リーフレット作成等ＰＲ経費

担当課名
文化環境総務課

文 教 課
課・担当 電話番号

075-414-4181 

075-414-4522 

文化環境－２



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 北山文化環境ゾーン整備費

予 算 額 １，２０４，４４８  千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

１ 目 的

北山地域が京都の文化・環境・学術の交流・発信拠点となるよう

「北山文化環境ゾーン」の施設整備を推進

２  事業概要

＜文化・学術エリア＞

新総合資料館（仮称）整備関係事業費 320,200 千円
▲

 
・国際京都学センター機能の創設

・総合資料館と府立大学（文学部・図書館）機能を併設

・所蔵資料の検索を容易にする統合データベースを構築

教養教育共同化施設（仮称）整備関係事業費 574,248 千円

▲
 

・医大、府大、工繊大の３大学による教養教育の共同化

＜環境・交流エリア＞

植物園再生事業費 310,000 千円

▲
 

「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、北山

地域の回遊性にも配慮した植物園の新たな魅力を満喫できる施

設やライフライン等を整備

担当課名 文化環境総務課

府 大 学 振 興 課

課・担当 電話番号 075-414-4188 

075-414-4525 

文化環境－３



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 新総合資料館（仮称）整備関係事業費

予 算 額 ３２０，２００  千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

１ 目 的

総合資料館と京都府立大学（文学部・図書館）の機能連携による

新総合資料館の整備を行い、文化・環境・学術の交流・発信拠点を

整備

２ 事業概要

新総合資料館建設に向けた実施設計

△
 

総合資料館の有する図書、古文書、行政文書、写真資料、美術

△
 

工芸品等の全資料を検索することのできる統合データベース

構築のための仕様作成

国際京都学センター開設に向け、国際シンポジウムを開催
△

 

＜施設の概要＞

場 所 京都市左京区下鴨半木町

構 造 鉄骨造 地上４階地下２階

規 模 概ね２４，０  ００㎡程度

機 能 ○  「国際京都学センター」の設置による、全国

的・国際的交流と情報発信

○  総合資料館機能の充実

・京都に関する資料の収集・保存・提供

・研究・学習・教育支援、公文書館機能

○  府立大学文学部・附属図書館との機能連携

・資料館と大学図書館の閲覧提供のワンフロ

アー化

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188 

文化環境－３－１



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 教養教育共同化施設（仮称）整備関係事業費

予 算 額 ５７４，２４８  千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

１ 目 的

北山文化環境ゾーンの検討報告や「教養教育の共同化及び施設

」（ ） 、利用の推進に関する覚書 平成２３年１月２５日付け を踏まえ

教養教育共同化施設を整備することにより、京都府立医科大学、京

都府立大学、京都工芸繊維大学の３大学による教養教育共同化等を

推進

２ 事業概要

教養教育共同化施設本体工事及び周辺施設整備

△
 

上記３大学の学生交流を推進するとともに、３大学が連携した

△
 

教養教育共同化フォーラムを実施

施設の概要

△
 

場 所 京都市左京区下鴨半木町

構 造 鉄筋コンクリート 地上３階

規 模 ９，１  ００㎡

機 能 ○ 教養教育の実施、３大学教養教育共同カリキュラ

ムの開講

○ ３ 大学連携研究・ゼミ等の実施、学生等の交流

担当課名 府大学振興課 課・担当 電話番号 075-414-4525 

文化環境－３－２



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 植物園再生事業費

予 算 額 ３１０，０００  千円 新 規 ・ 継 続 の 別 継続

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

１ 目 的

「日本一おもしろい、心やすらぐ植物園」をコンセプトに、北山地域

の回遊性にも配慮した植物園の新たな魅力を満喫できる施設やライフ

ライン等を整備

２ 事業概要

○  昼夜逆転館及び高山植物館の整備【新規】

”  見られないものを見せる”ための施設を整備

＜  昼夜逆転館＞

日本初、月下美人・バオバブなど夜間に咲くために見られ

なかった花を、昼間にきれいな状態で展示

＜  高山植物館＞

「ヒマラヤの青いケシ」など人気の高い高山植物や希少植

物、これまで見ることのできなかった深山や温帯高山地帯の

植物を展示

○  植物園路の整備【新規】

来園者の安心・安全のため、園路の舗装を実施

○  園内電線共同溝の整備【継続】

来園者の安心・安全のため、電源設備や照明を整備

担当課名 文化環境総務課 課・担当 電話番号 075-414-4188 

文化環境－３－３



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 「こころの京都百選」事業費

予 算 額 ６０, ０００千円 新規・継続の別 継 続

事業内容

目 的

対 象

方法等

１ 目 的

京都の文化を「文化力」として再構築し、文化芸術の振興と国民文化祭

・京都２０１１及び京都文化年の成果を後世に伝えるため、現代京都画壇

を代表する作家による日本画を制作するとともに、日本画の展覧会を京都

文化博物館で開催し、京都の文化芸術を広く発信する。

２ 概 要

制 作 数 １００ 点（平成２４年度制作数３０点）

作品の大きさ ３ ０号程度

制 作 期 間 平成２３年～平成２４年秋

作 品 テ ー マ 「こころの京都」

京都府内の北中南部・京都市の地域の特色を活かしな

がら、精神文化や京都のくらしに根ざした「こころ」を

題材に、京都の歴史、文化、産業、自然を表現

３ 展覧会の概要

場 所 京都府京都文化博物館４階特別展示室

▲
 

期 間 平成２５年２月９日～３月２４日（ 予定）

▲
 

担当課名 文化芸術室 課・担当 電話番号 075-414-4222 

文化環境－４



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

政 策 企 画 部 ・ 文 化 環 境 部
商 工 労 働 観 光 部 ・ 教 育 委 員 会

事 業 名 こころの文化次世代事業費

予 算 額 １９６，０００千円
一部再掲

新規・継続の別 新規

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

１　趣　　旨

２　事業内容

（単位：千円）

事業費

56,000 

次世代文化継承・発展
事業費
（文化環境部）

(14,000) 

高校生「京の文化力」
推進事業費
（教育委員会）

(4,000) 

高校生伝統文化事業費
（商工労働観光部）
（教育委員会）

(38,000) 

59,500 

文化力で京都を元気に
する事業費（仮称）
（文化環境部）

(50,000) 

地域振興計画推進費
（政策企画部）

(9,500) 

33,000 

活動発表ステージ開催
事業費（仮称）
（文化環境部）

(20,000) 

お茶といけばなの祭典
開催事業費（仮称）
（文化環境部）

(13,000) 

47,500 

ほんまもんの京の文化
の担い手を育む事業費
（文化環境部）

(18,300) 

ほんまもんで府民文化
力を向上する事業費
（文化環境部）

(29,200) 

発表の機会の確保

次世代の文化活動の夢や希望、目標の場
となる『文化の甲子園』をコンセプトと
した活動発表ステージを実施

独自のおもてなし文化を形成し、今日ま
で伝えられてきた「お茶」や「お花」の
祭典を府立植物園で実施

ほんまもんの京文化の発信

ほんまもんの京文化を次世代に継承する
ため、府主催のプロによる展覧会等を実
施

京都ならではのほんまもんの京文化を広
く発信するため、地域の舞台や継承すべ
き古典公演への支援を実施

事　　業　　内　　容

次世代への継承

有識者等による協議会（文化の知恵袋
（仮称））を設け、京都ならではのほん
まもんの人材を学校や地域に派遣

高校の文化部活動支援及び高校生による
文化継承の実施

　　学校や地域での文化活動の推進、ほんまもんの人材との連携、ほんまもんの
　京文化の発信等を通じて、こころの文化を次世代に継承する。

茶道・華道を通した伝統文化の学習の推
進及び日本の和装文化に親しむ機会の創
出

地域での文化活動の支援

地域の伝統文化の復興や継承の取組、地
域団体の文化活動の取組等への支援を実
施

地域の絆を深める文化活動を継承・発展
させるため、交流・発表の催しを実施

再掲

担 当 課 名

計 画 推 進 課

文 化 芸 術 室

染 織 ・ 工 芸 課

高 校 教 育 課

担当課　電話番号

075-414-4347 

075-414-4217 

075-414-4856 

075-414-5852 

文化環境－５



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

政 策 企 画 部

文 化 環 境 部

商工労働観光部

農 林 水 産 部

新・世界遺産事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規２６，５００ 千円

１ 目 的

「世界遺産条約採択４０周年記念最終会合（平成24年11月6日～8日 」）

の京都開催にあわせ、世界遺産である「古都京都の文化財」や京都の文化・

観光資源等を世界に発信するとともに 「天橋立 「日本茶・宇治茶 「日、 」 」

本料理」の世界遺産登録を推進し、府域全体の活性化を図る。

２ 事業内容事 業 内 容

(1) 世界遺産条約採択４０周年記念会議連携事業の推進

・ 府民対象事前シンポジウム

目 的 ・ 歓迎レセプション

・ ｢古都京都」の文化財の視察・ＰＲ

対 象 ・ 京都の文化体験・ＰＲ 等

(2) 世界遺産・無形文化遺産登録の推進方法等

・ ｢天橋立 「日本茶・宇治茶」の登録に向けた検討・研究の実施」

・ 国際的評価・知名度向上のための「天橋立 「日本茶・宇治茶」」

のシンポジウム・視察等の実施

・ 日本料理の登録に向けた「日本料理文化博覧会（仮称 」の実施）

・ メディアを活用した「日本料理」等京都文化の発信事業の実施

３ 推進体制

関係市町村・関係団体等と推進体制を整備・

戦略企画課 075-414-4348
文化芸術室 075-414-4219担 当 課 名 課・担当 電話番号
観 光 課 075-414-4837
農 政 課 075-414-4901

共 通－６



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部・教育委員会

京都・新スポーツビジョン推進費事 業 名

新規・一部継続予 算 額 新規・継続の別１，８２３，６０４千円

１ 目 的

府立体育館の整備をはじめ、府立運動公園などスポーツ施設の整備

検討と、青少年が夢を持てるスポーツ振興施策を一体となって実施

し、京都のスポーツを推進

２ 内 容

事 項 概 要

①京都トレセン構 丹波自然運動公園を活用したスポーツ・トレー

事 業 内 容 想等推進費 ニングセンター構想や新たなニーズに対応でき

(新規) る府立運動公園の整備計画を策定 4,500千円

ハ

目 的 ②感動アリーナ整 国際大会等への対応を可能とするための府立体ー

備費(新規) 育館リニューアル整備を実施 1,543,000千円ド

対 象

③スタジアム 候補地の審査に向けた調査及び整備規模、運営

方 法 等 調査費 (新規) 手法等の基本構想を策定 17,000千円

①競技スポーツ振 国体選手の競技力強化、ジュニア選手の育成等

興事業費 による競技スポーツの振興 251,104千円

トップ選手の練習を間近で見学することなどをソ ②日本代表・トッ

通じ、子どもたちに夢を与え、スポーツへの参フ プアスリート交

加意欲を喚起 6,000千円ト 流事業費(新規)

京都ゆかりの一流スポーツ選手をスポーツバン③スポーツ指導者

クに登録し、府内の学校や府立スポーツ施設等バンク整備費

(新規) で、ふれあい体験等を実施 2,000千円

スポーツ振興担当 課・担当 電話番号 075-414-4252担当課・担当名 スポーツ生涯学習室

保健体育課 スポーツ振興担当 075-414-5864

文化環境－７



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

ゼミナールハウス施設整備費事 業 名

新規予 算 額 新規・継続の別１３６，８４０千円

１ 目 的

生涯学習拠点施設として､利用者の安全・安心の確保及び利便性

向上を図るため、ゼミナールハウスの耐震補強、空調改修及び

ユニットハウスの改修工事等を実施

事 業 内 容

２ 内 容

（１）利用者の安心・安全確保整備 ６１，６７５千円目 的

本館（S51竣工）の耐震補強工事及び老朽化した空調設備の対 象

改修工事を実施

方 法 等

総工事費 193,000千円

㉔ 61,675千円、他に債務負担 131,325千円

（２）利用者の利便性向上整備 ７５，１６５千円

・ユニットハウス浴室設置、内装改修等居住環境改善

・別館浴室整備基本設計

スポーツ生涯学習室 生涯学習担当 課・担当 電話番号 075-414-4284担当課・担当名

文化環境－８



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

祇園祭山鉾懸装品新調事業費補助金事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続１５，０００千円

１ 目 的

祇園祭山鉾懸装品のうち文化財的価値が高く、大型で貴重

な前掛・胴掛・見送りなどの懸装品を退役保存するため、そ

の代替として現代の意匠・染織技術の粋を集めた懸装品新調

事業内容 事業に対して補助

目 的

２ 平成２４年度新調事業計画

対 象 新調点数 ４点（予定）

事業費総額 ３７，５００千円

方法等 補助率 ２／５

075-414-4522担当課名 文 教 課 課・担当 電話番号

文化環境－９



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

私立学校教育振興補助金事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続２６，２００，１４６ 千円

１ 目 的

私立学校が京都府の学校教育において重要な役割を果たしているこ

とを踏まえ、私立学校の教育条件の維持・向上、保護者の教育費負担

を軽減

２ 主な事業内容

(1) 私立高等学校あんしん修学支援事業費 千円2,938,513

家庭の経済状況にかかわらず、修学の意志のある私立高校生が安

心して勉学に打ち込めるよう、修学費用負担を解消・軽減

府外通学生相互支援事業（新規）事業内容 ○

兵庫県、奈良県と連携して、府県域を越えて通学する生徒の

目 的 学費負担軽減制度を創設

対 象

(2) 高等学校等就学支援金（国制度） 4,024,148千円方法等

授業料について一定額（低所得世帯の生徒は所得に応じて増額)

を助成（学校設置者が代理受領）

250万円未満 237,600円年収

年収250～350万円未満 178,200円

350万円以上 118,800円年収

３ 予算の内訳

(千円)区 分 予 算 額

高 等 学 校 運 営 費 補 助 等 １６，２１４，６９５

中 学 校 運 営 費 補 助 ２，３１９，３０７

小 学 校 運 営 費 補 助 １，１６９，９０３

幼 稚 園 運 営 費 補 助 等 ５，７５８，１１５

１５１，１６０専修・各種学校教育振興補助等

私 学 関 係 団 体 補 助 ５８６，９６６

計 ２６，２００，１４６

文 教 課 課・担当 電話番号 075-414-4517担当課名

文化環境－１０



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・教育委員会

被災児童生徒就学等支援事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続２２，３５５ 千円

１ 趣 旨

東日本大震災により被災した児童、生徒等の就学等を支援するた

め 「京都府高等学校修学等支援基金」を活用し、教育機会を確保、

する事業を実施

２ 事業内容事 業 内 容

９，４７１千円(１)就園奨励・就学援助事業

幼 稚 園
目 的

市町村が実施する幼稚園就園奨励事業に補助

対 象 対象費目：入園料、保育料

小・中学校
方法等

市町村が実施する就学援助事業に補助

対象費目：学用品費、通学費、修学旅行費、給食費等

５７０千円(２)奨学金事業

高 等 学 校

修学資金貸与

１２，３１４千円(３)授業料等減免補助事業

私 立 学 校

私立学校（幼稚園、小・中・高等学校及び専修学校・各

種学校）が実施する授業料等減免に対する補助

075-414-4516文 教 課 経営･教育支援担当

企 画 振 興 担 当 075-414-5831担当課・担当名 課・担当 電話番号学校教育課

奨 学 担 当 075-414-5155高校教育課

文化環境－１１



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部・健康福祉部

未入園児一時保育事業費事 業 名

新規・継続の別 継続予 算 額 ９０，７００千円

１ 趣 旨

保育園、幼稚園に在宅で育児を行う保護者を登録し、相談事業を実施

するとともに、保育園での一時保育を推進

事業内容

２ 事業概要

登録制の導入による相談事業（56,900千円）目 的 （１）

・ 保育園・幼稚園に在宅で育児を行う保護者を登録対 象

・ 登録した保護者を対象に相談事業等を実施方 法 等

・ 事業類型の増加により、中山間地域等においても身近な子育て

拠点の設置を促進

一時保育の拡充（33,800千円）（２）

・ 登録した保護者の子どもの一時預かりを保育園で土日に実施

・ 現行の預かり時間を延長することにより、子育て家庭のニーズに

合わせた一時預かりを充実

文教課 幼稚園・専修学校担当 075-414-4517
担当課名 課･担当 電話番号

こども未来課 企画担当 075-414-4591

文化環境－１２



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

京都府公立大学法人運営費交付金事 業 名

京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１１，７４９，５７７ 千円

１ 趣 旨

京都府立医科大学及び京都府立大学が法人化により、質の高

い教育研究等を実施することを通じて、府民の健康増進及び福

祉の向上等に貢献するとともに、中期計画期間に合わせた収支

見通しを立て、弾力的・効率的で透明性の高い運営の実現が行

えるよう支援

事 業 内 容

２ 内 容

京都府立医科大学及び京都府立大学を設置・運営するため、

京都府公立大学法人に対し、その運営に必要な経費として、運目 的

営費交付金等を措置

対 象

・京都府公立大学法人運営費交付金 8,817,577千円

方法等

・京都府公立大学法人施設設備整備資金貸付金 2,932,000千円

担当課名 府大学振興課 課・担当 電話番号 075-414-4525

文化環境－１３



平成２４年度当初予算案主要事項説明

総務部・政策企画部・文化環境部・商工労働観光部

京都エコ・エネルギー戦略推進費（一部再掲）事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続２，６２５，５２１ 千円

１ 趣 旨
東日本大震災後のエネルギーを巡る情勢を踏まえ、府民生活や産業

活動を守り発展させていくため、京都エコ・エネルギー戦略推進会議
を設置し、環境保全（エコ）を重視した地域エネルギー戦略を推進

２ 事業内容

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

府 有 資 産 活 用 課 075-414-5446
文化学術研究都市推進室 075-414-5194
府 大 学 振 興 課 075-414-4525

担当課名 環 境 政 策 課 課・担当 電話番号 075-414-4703
環 境 管 理 課 075-414-4709
地球温暖化対策課 075-414-4708
経 営 支 援 課 075-414-4822
ものづくり振興課 075-414-4849

共通－14

（単位：千円）

京都エコ・エネルギー戦略推進会議の設置

京都エコ・エネルギー戦略推進会議開催費(新規) 1,000◆

グリーンイノベーション事業(創エネ）

◆海藻バイオマス開発事業費(新規) 10,000
◆メガソーラー発電推進費(新規) 5,000
◆グリーンカンパニー育成事業費(新規) 5,000
◆植物工場の研究・誘致
（けいはんなエネルギー未来都市創造事業費の一部）(新規) 157,000
◆連携型イノベーション研究開発事業費 【企業連携型】
（グリーンイノベーション実用化枠）(新規) 200,000

(710,000 )の内数
◆太陽光発電のための金利優遇制度（新規） －
◆スマート・エコハウス促進事業費（継続） 1,835,000

次世代省エネ加速化事業(省エネ)

◆中小事業者等エコ経営促進事業費 (新規） 150,000
◆事業者CO 削減対策事業費(継続) 21,6862

◆グリーンカンパニー育成事業費(新規)＜再掲＞
◆京都環境産業創出・普及事業費(継続) 12,000
◆けいはんなエネルギー未来都市創造推進費

(スマートグリッド技術の確立)(新規) 150,000
◆環境経営促進金利優遇制度－京都ECOレート(継続) －
◆府庁CO 30％削減推進費(継続) 56,3822

◆地球温暖化防止府民活動推進事業費(継続) 17,453

電 力 エ ネ ル ギ ー 供 給 力 増 強 事 業

発電施設立地・導入可能性調査費（新規） 5,000◆
関西広域連合エネルギー検討会【関西広域連合事業】 －◆



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

京都エコ・エネルギー戦略推進会議開催費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１，０００千円

１ 目 的

東日本大震災後のエネルギーをめぐる諸情勢を踏まえ、

府民生活や産業活動を守り発展させるため、地球温暖化

や地域経済の視点を重視した環境施策とも連携したエネ

ルギー政策の方向性と施策のあり方などについての戦略

を策定し推進する。事 業 内 容

２ 主な検討項目

①京都府内のエネルギー需給の動向と課題について

②京都府内におけるエネルギーのベストミックス実現のシ目 的

ナリオについて

③エネルギー地産地消と地域の活性化について対 象

３ 委員構成方法等

・学識経験者 ・京都産業エコ推進機構 ・エネルギー業界

・情報通信業界 ・地球温暖化防止活動推進センター

・市町村代表

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－1



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

海藻バイオマス開発事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規１０，０００ 千円

１ 目 的

地球温暖化対策の推進とともに、丹後地域の資源を活用し

た新産業の創出を図るため、産学公の連携により、海藻を活

用したバイオ燃料の生成技術の研究開発を実施する。

事 業 内 容

２ 事業内容

○ 研究テーマ

丹後半島沿岸部などに生育するホンダワラ（海藻）から目 的

燃料（バイオエタノール）を生成する先端的技術の実用化

対 象

○ 研究体制

京都大学、府（海洋センター、保健環境研究所）、民間方法等

企業等による共同研究コンソーシアムを創設

担 当 課 名 環境管理課 課・担当 電話番号 075-414-4709

共通－14－2



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

メガソーラー発電推進費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規５，０００ 千円

１ 目 的

けいはんな学研都市において、エネルギー地産地消型

の次世代都市モデルを構築するため、民間企業等と連携

したメガソーラーを整備する。

事 業 内 容

２ 事業内容

けいはんなメガソーラー検討協議会（仮称）を設置す

るととも 、候補地の現地調査等を実施し、事業を具体目 的 に

化

対 象

（１）メガソーラー候補地の選定

方法等

（２）事業採算性の調査・検討

（３）現地調査結果（日射、土質等）の評価

（４）事業主体のあり方

（５）事業の進め方

環 境 政 策 課 075-414-4703担当課名 課・担当 電話番号
地球温暖化対策課 075-414-4708

共通－14－3



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

グリーンカンパニー育成事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規５，０００ 千円

１ 目 的

・中小企業、商店街、第三セクター、小規模市町村、地

域などにおいて、省エネ・創エネの導入を促進するこ

とによる、エネルギー自立型の地域づくりの推進

・地元企業等の参画による新たなビジネスモデルの創出

による地域経済の活性化事 業 内 容

２ 事業内容目 的

・京都産業エコ推進機構において、創エネ及び省エネに

よる社会貢献型のビジネスモデルに取り組む企業等対 象

（グリーンカンパニー）の事業提案を募集

・提案されたビジネスモデルの事業化を応援するため、方法等

助成や府施設等への率先導入等の実施

補助対象経費 開発費、初期投資に要する経費等

補 助 率 ２分の１以内

補 助 期 間 ２年間以内

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－4



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

スマート・エコハウス促進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続１，８３５，０００千円

１ 趣 旨

住宅への再生可能エネルギー設備や省エネ設備の設置者に

対して、必要な資金を低利で融資することにより、エネルギ

ー効率が高く、環境への負荷が小さい次世代型住宅（スマー

ト・エコハウス）の普及を促進

事 業 内 容

２ 事業概要
目 的

府内にある次の住宅

対 象 住 宅 ①申込者自らが居住対 象

②申込者と同居していない父母又は祖父母が

居住方法等

①太陽光発電設備

②太陽熱利用設備

③ヒートポンプ式電気給湯器

融資対象設備 ④潜熱回収型高効率ガス給湯器

⑤家庭用ガスコージェネレーションシステム

⑥家庭用燃料電池

⑦家庭用蓄電池

融 資 限 度 額 ３，５００千円

利 率 年０．５％（固定金利）

融 資 期 間 １０年以内

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－5



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

中小事業者等エコ経営促進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規１５０，０００千円

１ 趣 旨
原子力発電所の動向などにより、今夏に向けて一層厳しい電力需

給の状況が予測されることから、中小事業者の省エネ・節電設備の

導入を支援するとともに、京都版CO 排出量取引制度を活用したエ2

コ経営を促進

事 業 内 容

２ 事業概要

目 的 省エネ・節電対策事業 京－ＶＥＲ創出促進事業

対 象 夏期の電力需給ひっ迫に備 一定基準以上のCO2が削減
目 的 えた節電のための設備投資 される効率の高い省エネ設

方法等 を支援 備の導入を支援

対象事業者 中小企業者､社会福祉法人、医療法人等

補助対象 省エネ・節電対策につながる設備投資

①１５％以上の節電効果を ①高効率省エネ設備であっ

有すると認められる設備 て、一定のCO2削減効果

の導入 を有すること

補助要件 ②原則として、平成２４年 ②京都版CO2排出量取引制

７月末までに事業が完了 度によるクレジットの創

すること 出

補助率等 事業費の１５％以内 事業費の１／３以内

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－6



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

事業者ＣＯ 削減対策事業費事 業 名 ２

予 算 額 新規・継続の別 継 続２１，６８６ 千円

１ 目 的

京都府地球温暖化対策条例に定めた温室効果ガスの削減目標（平

成３２年度までに平成２年度比で２５％削減）を着実に達成してい

くため、産業・業務、運輸部門の事業者の省エネ対策等を促進

事 業 内 容

２ 内 容
目 的

(1) 事業者ＣＯ 削減対策事業 （１９，１８６千円）２

ア 事業者排出量削減指導助言事業対 象

大規模排出事業者等の計画的な削減対策を誘導するため、

技術面での高度な評価及び指導・助言を実施方法等

イ 省エネ改善提案事業

事業所・工場に専門的知識を持ったアドバイザー等を派遣

し、設備の運転状況の確認、データの収集・分析による改善

提案を行うとともに、中小事業者への環境マネジメント導入

を支援することにより事業者のＣＯ 削減を推進２

(2) 京都版排出量取引制度推進事業 （２，５００千円）
ア 京都独自クレジット制度の運営

国のクレジット制度を補完する京都独自のクレジット制度

の運営

イ 排出量取引制度推進事業

クレジットの創出や活用を促進するため、総合的に支援

(ア) 普及啓発

クレジット活用の普及・啓発

(イ) クレジット創出支援

クレジット創出のための手続等の支援

(ウ) マッチング支援

中小企業等と大規模排出事業者との間でのクレジット取

引の仲介等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－7



平成２４年度 当初予算案主要事項説明

商工労働観光部

京都環境産業創出・普及事業費事 業 名

継 続予 算 額 新規・継続の別１２，０００千円

１ 趣 旨

新たなエコ産業創出及び中小企業のエコ化を、オール京都の産学公に

よるプラットホームである京都産業エコ推進機構を主体に、関係機関と

のネットワークを活用し推進

２ 事業内容

（１）環境共生型産業創出事業

京都が持つポテンシャル（文化、生活様式、産業等）を活かし、

マーケットに参入できる製品開発を担える人材の育成を行い、エコ

分野への中小企業の参入促進、市場開拓を図り次代のエコ産業創出

を推進事 業 内 容

京都力結集エコ住宅実証・普及プロジェクト事業目 的 （２）

対 象 産学公で組織する「京都力結集エコ住宅普及・実証プロジェクト」

方 法 等 を主体に同住宅を管理・運営し、自然と先端技術が共存するエコ・スマ

ートライフの提案、住宅関連産業の振興、ナノグリッド技術の実証・開

発を実施

（３）京都エコ製品市場開拓支援事業

府内中小企業が製造する京都ならではのエコ製品を「京都エコス

タイル製品」として認定し情報発信や市場開拓等を支援

（４）情報発信・組織強化事業

ポータルサイトの運営やリーフレットの作成により、京都産業エ

コ推進機構をはじめ関係機関が実施する事業の発信や会員交流を実

施

３ 事業実施主体

京都産業エコ推進機構

担当課・担当名 ものづくり振興課 産業育成機構担当 課･担当電話番号 075-414-4849

共通－14－8



平成２４年度当初予算案主要事項説明

総務部・文化環境部

府庁ＣＯ ３０％削減推進費事 業 名 ２

予 算 額 新規・継続の別 継 続５６，３８２千円

１ 目 的

京都府地球温暖化対策条例に定めた温室効果ガスの削

（ ）減目標 平成３２年度までに平成２年度比で２５％削減

を達成するため、府庁自らが、エコ行動の徹底や機器の

更新等の省エネ・節電対策や温暖化対策等を率先実施

事 業 内 容

２ 事業内容

①電力使用量「見える化」システムの運用

本庁舎等における電力使用量を計測、グラフ化してリア目 的

ルタイムで使用状況を把握できるシステムを運用し、

ＣＯ 排出量の削減につなげる。対 象 ２

②庁舎電力使用量の削減対策方法等

京都府庁旧本館の空調設備について、老朽化した低効率

の旧型機から高効率の空調機に更新することにより、省エ

ネ・節電を図る。

③府庁エネルギー管理企画業務

府庁の省エネ化を推進するため、総合的なエネルギー管

理を企画・推進

府 有 資 産 活 用 課 075-414-5446
担当課名 課・担当 電話番号

地球温暖化対策課 075-414-4708

共通－14－9



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

地球温暖化防止府民活動推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続１７，４５３ 千円

１ 目 的

「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動を支援

し、家庭や地域における地球温暖化防止の意識啓発を図ると

ともに、環境対策に率先して取り組んでいる事業所等を「エ

コ京都21」として認定・登録し、環境活動を促進

事 業 内 容

２ 内 容

目 的

(1)「京都府地球温暖化防止活動推進センター」の活動支援

○府民、市町村、団体等に対する情報提供、相談・助言対 象

○京都府地球温暖化防止活動推進員の活動支援、研修等

○府民のエコライフを推進する事業方法等

・インターネット環境家計簿の運用

・ エコ親子認定事業」 等「

(2)「エコ京都21」認定・登録

環境配慮活動に率先して取り組んでいる事業所等を認定・

登録

○地球温暖化対策部門

・温室効果ガスの削減に積極的に取り組んでいる事業所

○循環型社会形成部門

・廃棄物の排出削減に積極的に取り組んでいる事業所

○エコスタイル部門

、 、・創意あふれる環境配慮活動を推進している学校 地域

商店街、工場、事業場等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－10



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

発電施設立地・導入可能性調査費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規５，０００千円

１ 目 的

東日本大震災後のエネルギーを巡る情勢を踏まえ、

府民生活や産業活動を支える電力を安定的に確保して

いくため、温暖化対策にも配慮した発電施設の府域で

の立地・導入に向けた可能性調査を実施

事 業 内 容

２ 調査内容

・府域での発電施設立地可能性の検討

・小規模分散型発電施設による電力確保の検討目 的

・事業者（府内企業、電気供給事業者 等）に対する

発電施設立地・導入意向アンケートの実施対 象

・発電施設立地・導入のための施策の検討

方法等

担当課名 地球温暖化対策課 課・担当 電話番号 075-414-4708

共通－14－11



平成２４年度当初予算案主要事項説明

総務部・政策企画部・文化環境部・商工労働観光部・農林水産部

地球温暖化対策条例推進事業費（一部再掲）事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新規・継続４，２６８，３３０ 千円

１ 趣 旨
平成京都府地球温暖化対策条例に掲げる温室効果ガス削減目標（

の着実な達成に向け、３２年度までに平成２年度比で２５％削減）
家庭・産業・交通・森林などの各分野におけるＣＯ 削減の取組を推進２

２ 事業内容

事 業 内 容

目 的

対 象

方法等

府 有 資 産 活 用 課 075-414-5446
文化学術研究都市推進室 075-414-5194
環 境 政 策 課 075-414-4703
環 境 管 理 課 075-414-4709
地球温暖化対策課 075-414-4708

担当課名 経 営 支 援 課 課・担当 電話番号 075-414-4822
ものづくり振興課 075-414-4849
林 務 課 075-414-5016

075-414-5005モデルフォレスト推進課
森 林 保 全 課 075-414-5028

共通－15

（単位：千円）

京 都 エ コ ・ エ ネ ル ギ ー 戦 略 推 進 費 2,625,521（再掲）

電気自動車等によるＣＯ 削減対策事業２

◆ＥＶ・ＰＨＶ観光地モデル推進事業費 9,000クリーン （継続）
◆ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業費 6,488交通対策 （継続）
◆電気自動車等整備のための金利優遇制度 －（継続）

森林を活かしたＣＯ 吸収 ･固定促進事業２

◆森林の恵みを届ける京の森整備事業費 1,627,321
・森林整備加速化事業費 1,189,447（継続）
・豊かな里山再生事業費 79,794森林吸収源 （継続）
・森林・林業経営イノベーション事業費 112,880対 策 （新規）

(443,730の内数)
・奥地保安林整備事業費 199,000（継続）
・府内産木材利用促進事業費 37,200（継続）
・京都モデルフォレスト創造事業費 9,000（継続）



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

ＥＶ・ＰＨＶ観光地モデル推進事業費事 業 名

継 続予 算 額 新規・継続の別９，０００ 千円

１ 目 的

京都市内を中心とした観光地での電気自動車（ＥＶ）や

ＰＨＶ（プラグインハイブリッド自動車）の走行・充電シー

ンをより多くＰＲすることで、府民・観光客等への普及啓発

事 業 内 容

２ 事業内容

ＥＶ等を導入するレンタカー事業者、タクシー事業者に対

する導入助成目 的

（京都市域は、府市協調（府1/2、市1/2）で実施）

・Ｅ Ｖ：上限６００千円/１台対 象

・ＰＨＶ：上限３００千円/１台

方法等

担 当 課 名 環境政策課 課・担当 電話番号 075-414-4703

共通－15－1



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部・商工労働観光部

ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続６，４８８ 千円

１ 目 的

低炭素社会の実現に向けて、電気自動車（ＥＶ）やＰＨＶ（プラ

２グインハイブリッド自動車）の普及推進を図り、運輸部門のＣＯ

削減と府民意識の高揚を図る。

事 業 内 容

２ 事業内容

（６，４８８千円）（１）ＥＶ・ＰＨＶタウン推進事業費

目 的 ①公用車の導入維持

・車両リース料：ＥＶ４台、ＰＨＶ１台

対 象 ②急速充電器の維持管理

・急速充電器：１３基

方法等 ③京都府次世代自動車普及促進協議会運営費

（２）電気自動車等整備のための金利優遇制度

①融資対象：電気自動車等の購入及び充電設備の整備を行おう

とする中小企業者

②融資期間：１５年以内

③限 度 額：８,０００万円

④金利優遇：経営発展支援融資(設備投資用資金)の金利を優遇

中小企業者 年２．２％（▲０.２％）

小規模企業者 年１．８％（▲０.１％）

環境政策課 075-414-4703
担 当 課 名 課・担当 電話番号

経営支援課 075-414-4822

共通－15－2



15 3共通－ －

平成２４年度当初予算案主要事項説明

農 林 水 産 部

森林の恵みを届ける京の森整備事業費事 業 名

予 算 額 １，６２７，３２１千円 新規・継続の別 一部新規

１ 趣 旨
森林の有する国土保全・水源かん養・ＣＯ 吸収機能や里山を保全す２

る機能等を高度に発揮するため､間伐等森林整備を推進し､併せて森の恵

みである木材の利用拡大を支援する。

２ 事業概要

間伐等森林整備や里山整備を実施し、府民参加による森づくりを推進

、 。事業内容 するとともに 間伐材等府内産木材の利用促進に向けた取組を実施する

目 的

対 象

方法等

075-414-5016担当課名 林務課 企画・経営担当 課・担当電話番号
075-414-5002林業振興担当
075-414-5009林産振興担当
075-414-5028森林保全課 森林土木担当
075-414-5005モデルフォレスト推進課 推進担当

（単位：千円）

予 算 額 事　　業　　の　　概　　要

〈環境の保全〉

〈森の恵みの活用〉

〈モデルフォレスト運動の推進〉

府内産木材利用促進事業費 37,200
・ウッドマイレージＣＯ２認証木材を使用した木造住

宅等の建築に対し、緑の交付金を交付
・木材利用啓発活動等支援

豊かな緑を守る条例に基づく府民参加による森づくり
の推進

合　計 1,627,321

京都モデルフォレスト創造事
業費

9,000

府内産木材安定供給シ
ステム整備事業費

(8,500) 原木の集出荷体制の一元化を支援

木材加工ネットワーク
化事業費

(97,880)
間伐材の需要増加に対応した加工体制強化や新た
な供給先を開拓するための輸送コストを支援

森林・林業経営イノベーショ
ン事業費【新規】

112,880
森林整備の広域化・機械化や流通の合理化、加工
体制の強化などにより、府内産木材の利用を推進

林業経営高度化事業費 (6,500)
森林組合と民間事業体との広域的な森林施業の協
業化を支援

民有林・保安林・高齢級林の間伐・除伐

奥地保安林整備事業費
（間伐・除伐）

(194,000) 奥地の保安林等の間伐・除伐

豊かな里山再生事業費 79,794

基盤整備事業費
（造林・治山）

(664,597)

森林病害虫の被害を防止し里山の再生等を推進

奥地保安林整備事業費
（府内産間伐材利用）

199,000 治山ダム等府施設での府内産間伐材の利用促進

事　　　　　　項

森林整備加速化事業費 1,189,447
利用間伐や奥地等の条件不利な森林の整備を加速
的に推進

森づくり加速化事業費 (330,850) 奥地等の条件不利な森林の整備を加速的に推進



平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

不法投棄等防止対策事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継 続４１，３１２ 千円

１ 目 的

悪質・巧妙化する不法投棄等に対して、監視・指導体制の強化を

図るとともに、府民ぐるみで早期発見体制を確立し、不法投棄等を

許さない京都府づくりを推進

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的

（１） 悪質・巧妙化する不法投棄の監視・指導の強化

対 象 ① 行政指導を無視する等の悪質な不法投棄等事案に対して、

機動班特別チーム（機動班ＳＴ）が集中的な対処

方法等 ② 産業廃棄物不法投棄等監視指導員を４拠点保健所に12名配置

し、休日も含めた監視指導の充実・強化

（２） 府民と一体となった取組の推進

産業廃棄物不法投棄情報ダイヤルによる府民と一体となった

不法投棄の早期発見

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4227
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平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

産業廃棄物減量・リサイクル支援センター事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 一部新規４１，９６０ 千円

１ 目 的事 業 内 容

京都府産業廃棄物減量・リサイクル支援センターにおいて、減量

・リサイクルの総合支援をワンストップ・サービス 行うことによで

目 的 り､産業廃棄物の減量・リサイクルを一層推進

２ 事業内容対 象

方法等 概 要事 項 [予算内訳]

■減量・リサイクルに係る情報交換や意ネットワーク推進交流事業
見交換を行う協議会（産業界、処理業[500千円]
界、大学研究機関、行政等）を開催

■産業廃棄物の減量・リサイクルに関す産業廃棄物減量・リサイク
る企業等への支援を、ワンストップ･ル支援センター運営事業費
サービスで総合的に展開していく拠点［19,860千円］
の運営

【ワンストップ・サービス支援事業】

■府内排出事業者等からの産業廃棄物の(1)ゼロエミッション・ア
減量・リサイクルに係る相談に対し、ドバイザー派遣事業
専門的知識を有するアドバイザーを派[ 3,000千円]
遣し、取組を支援

■産業廃棄物の減量・リサイクルに係る(2)産業廃棄物処理、減量
処理技術や処理業者等の情報を提供し・リサイクル情報提供
取組を支援等事業 [ 2,100千円]

■産業廃棄物の発生抑制・再使用・再生(3)リサイクル技術開発・
利用に係る研究や技術開発等、リサイ施設整備補助事業
クル施設等整備に対する支援[15,000千円]

■排出事業者自らが産業廃棄物の減量・(4)減量・リサイクル人材
リサイクル及び適正処理に関する意識育成等支援事業
向上、先進事例等を紹介する講習会等[ 1,500千円]
を開催【新規】 [ 1,200千円]

■産業廃棄物処理業者等を対象に開催す
る研修会に対する補助 [ 300千円]

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4714
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平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

スポーツＧＯＭＩ拾い開催費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 新 規１，０００ 千円

１ 目 的

小中学生の環境意識の高揚を図るため、一定のルールの下で、子

どもたちが楽しみながら清掃する「スポーツＧＯＭＩ拾い」を開催

事 業 内 容

２ 事業内容

目 的 (1) 期 日 平成24年８月下旬

亀岡市で開催予定の「海ごみサミット2012 亀岡

対 象 保津川会議」にあわせて実施。

方法等 (2) 開催場所 亀岡市内（保津川流域）

(3) 対象者等 南丹地域の小中学生

担 当 課 名 循環型社会推進課 課・担当 電話番号 075-414-4730
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平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

生物多様性保全推進事業費事 業 名

予 算 額 新規･継続の別 継 続１６，６０４ 千円

１ 趣 旨

府内における生物多様性保全を確保し、豊かな自然環境を次代に

継承するため 「京都府絶滅のおそれのある野生生物の保全に関する、

条例」に基づく府民協働による希少種保全活動等の生物多様性保全施

事 業 内 容 策を推進

２ 事業内容目 的

（１）絶滅のおそれのある野生生物保全対策事業対 象

・条例に基づく指定希少野生生物の保全回復事業の実施

方法等 ・府民協働による保全回復事業の支援

（２）京都府生物多様性地域戦略・レッドデータ更新調査実施事業

・生物多様性地域戦略の検討（平成25年度完成予定）

・京都府レッドデータ更新調査の実施

（３）生態系維持回復事業

・京都府自然環境保全地域における下層植生の復元等生態系維持

回復事業の実施

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4706
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平成２４年度当初予算案主要事項説明

文化環境部

山陰海岸世界ジオパーク推進事業費事 業 名

予 算 額 新規・継続の別 継続５，５００ 千円

１ 趣 旨

世界ジオパークネットワークの認定を受け、山陰海岸ジオパーク

推進協議会を中心に関係府県等が連携した取組を一層推進するとと

もに、優れた地質資源の保全と活用を通じた広域観光や学術交流を推

進し、北部地域の活性化を図る。

事 業 内 容

２ 事業内容

（１） 「山陰海岸ジオパーク推進協議会」に対する負担金

・海外とのネットワーク形成、地質資源の調査研究、フォーラム

開催などを実施する「山陰海岸ジオパーク推進協議会」への負

目 的 担金

対 象 （２） 府域におけるジオサイトの整備支援

・山陰海岸ジオパークの魅力を効果的に体験できるように、京丹

方法等 後市が行う散策モデルコースの整備等に対する助成

担 当 課 名 自然環境保全課 課・担当 電話番号 075-414-4378
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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道浄水施設耐震化事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続２１，０００千円

１ 目 的

府営水道宇治浄水場及び木津浄水場の基幹水道構造物（沈殿池、

ろ過池等）の耐震化対策を順次行うことにより、ライフラインとし

てより一層の安心・安全の向上に資する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的

宇治・木津浄水場に引き続き、乙訓浄水場の耐震化対策を推進

対 象

乙訓浄水場 ろ過池耐震化設計 一式

方法等

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道送水管路耐震化・更新計画策定費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 新規４６，０００千円

１ 目 的

府営水道管路の耐震化対策推進のため、更新と合わせた耐震化計

画を策定し、長期にわたる効率的な事業実施に資する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的 府営水道送水管（全長７４ｋｍ）の耐震化・更新について調査を

実施し、管路耐震化・更新計画案を策定

対 象

方法等

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜水道事業会計＞

府営水道受水市町水道事業経営健全化事業費補助金

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継 続７，６６３千円

１ 目 的

京都府と京都府営水道受水市町が連携・協力し、受水市町の水道

事業の経営健全化を図るために実施する施設の効率化や、水道事業

のコスト削減を図る取組に対し補助金を交付

２ 内 容事 業 内 容

経営健全化計画に沿って当該市が実施する浄水場の集約化等に要

する経費に充当する企業債の利息総額の２分の１以内の補助を引き

続き実施

目 的

対 象 交付先 向 日 市 長岡京市

24年度補助金額 ４９５千円 ７，１６８千円

方法等

担当課名 公営企画課 課・担当 電話番号 075-414-5481
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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

事 業 名 ＜工業用水道事業会計＞

工業用水道施設耐震化・老朽化対策事業費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続６１，２００千円

１ 目 的

長田野及び綾部工業団地へ送水する工業用水道施設の耐震化及び

老朽化対策を行うことにより、安定給水の向上に資する。

事 業 内 容

２ 内 容

目 的 ○耐震化対策事業

調整池耐震補強工事

対 象 （浄水場内施設耐震化を完成）

方法等 等

担当課名 建設整備課 課・担当 電話番号 075-414-5483
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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

府営水道経営安定支援事業費事 業 名

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続１１０，０００千円

１ 内 容

府営水道供給料金については、府営水道事業経営懇談会から３浄

水場接続事業等の新規投資経費や３浄水場接続後の運用コスト等を

踏まえた料金額の提言を受けたところであるが、厳しい経済状況の

事 業 内 容 中、できる限り府民負担の軽減を図る観点から、懇談会提言で試算

された基本料金を更に引き下げての現行料金を維持するために必要

な水道事業会計への貸付け

目 的

対 象 ＜府営水道 基本料金の状況＞

懇談会提言額 支援後現行料金

宇治系 ４４円 ４３円

木津系 ７８円 ７５円

乙訓系 ８０円 ７７円

担当課名 公営企画課 課・担当 電話番号 075-414-5481
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平成２４年度 当初予算案主要事項説明

文化環境部

生 活 ・ 交 通 基 盤 整 備 事 業 費

農 林 水 産 業 基 盤 整 備 事 業 費事 業 名

流 域 下 水 道 建 設 費

予 算 額 新 規 ・ 継 続 の 別 継続３，８８４，９５６千円

【公共事業費・単独公共事業費】

課名 事 業 名 事業主体 予算額（千円）

自然 生活・交通基盤整備事業費 府・市町村 107,789

環境 （自然公園施設整備費等）

目 的 保全

課 小 計 107,789

対 象

水 農林水産業基盤整備事業費 市町村 291,435

方法等 環 （農業集落排水事業費）

境

対 下水道企画調査費等 府 9,726

策

課 流域下水道建設費 府 3,476,006

小 計 3,777,167

合 計 3,884,956

自然環境保全課 075-414-4378

担当課名 水環境対策課 課・担当 電話番号 075-414-5210

075-414-5211
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